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共
分
散
分
析
法
の
計
算
例

磯
野
修

共
分
散
分
析
法
は
回
帰
分
析
法
の
延
長
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
,
我
国
の
計
量
経
済
学
界
で
も
,
も
っ
と
広
く
利
用
さ
れ
て
然
る
べ
き

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
,
そ
の
例
が
少
な
い
の
は
適
当
な
解
説
例
を
欠

い
て
い
る
こ
と
に
も

ー

つ
の
原
因
が
あ
ろ
う

･
こ
こ
で
は
非
常
に
簡
単
な

二
つ
の
標
準
的
な
取
扱
い
方
を
記
し
て
読
者
の
参
考
に
供
し
た
い

.

第
1
例
は
エ
ン
ゲ
ル
曲
線
の
年
間
差
違
の
検
定
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
･
資
料
は
総
理
府
統
計
局
『
家
計
調
査
年
報
』
1
9
5
8
年
(
昭
和
3
3
年
)

-
1
9
6
2
年
(
昭
和
3
7
年
)
の
｢
現
金
収
入
階
級
別
勤
労
者
世
帯
+
｢
年

平
均
1
ヵ
月
間
の
収
入
と
支
出
+
｢
全
都
市
の
分
+
｢
1
月
⊥
1
1
月
の
月
平

均
+
の
表
か
ら
次
の
値
を
求
め
る

.

N
ij
第
i
年
第
j
階
層
に
属
す
る
世
帯
数
,
今
の
易
合
i
は
1
9
5
8

年
か
ら
1
9
6
2
年
ま
で
で
,
こ
の
年
数
5
を

一

般
の
場
合
に
は
T
と
す
る

.

j
は
次
に
述
べ
る
現
金
収
入
額
に
よ
る
階
層
別
で
,
階
層
の
個
数
は
年
に

よ
っ
て
異
な
り
,
第
i
年
の
階
層
数
を
K
i
と
す
る

.

K
i

N
i
-

∑
N
ij
は
第
i
年
の
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
世
帯
数
で
あ
る

.

J
=
l

u
i
j
第
i
年
第
j
階
層
の
1
世
帯
当
り
家
族
人
数

.

尊
:i

r
り
第
i
年
第
j
階
層
に
属
す
る
世
帯
の
1
ヵ
月
当
り
現
金
収
入
一
等

顔
,
こ
こ
に
現
金
収
入
と
い
う
の
は
,
前
月
か
ら
の
線
越
現
金

･

貯
金
引

G
Q

出
額
お
よ
び
借
入
金
額
を
も
含
め
た
,
そ
の
月
の
家
計
の
処
分
可
能
現
金

額
で
あ
る

.

f
i
J
第
i
年
第
j
階
層
に
属
す
る
世
帯
の
1
ヵ
月
当
り
食
料
費
支

出
額

.

次
に
総
理
府
統
計
局
の
消
費
者
物
価
指
数
｢
全
都
市
+
の
｢
総
合
指

数
+
と
｢
食
料
費
指
数
+
の
1
月
か
ら
1
1
月
ま
で
の
数
値
を
算
術
平
均

し
て
,
前
者
か
ら
p
i
を
,
後
者
か
ら
q
i
を
求
め
る

.

p
i
第
i
年
の
1
月
-
1
1
月
平
均
生
計
費
指
数

q
i
第
i
年
の
1
月
-
l
l
月
平
均
食
料
費
指
数

.

な
お
消
費
者
物
価
指
数
は
1
9
6
0
年
か
ら
改
訂
さ
れ
て
い
る
た
め
,
1
9
5
8

年
お
よ
び
5
9
年
分
に
つ
い
て
は
,
上
の
よ
う
に
し
て
求
め
た
p
i
,
q
i

を
1
9
6
0
年
を
1
0
0
と
す
る
指
数
に
換
算
し
な
お
し
た

.

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
,
各
年
毎
に
階
層
別
の
家
族
1
人
当
り
実
質

収
入
r
i
j/(
u
i
'

･P
i)
と
,
1
人
当
り
実
質
食
料
支
出
f
i
j /(
u
i
j
q
i)
を
求

め
,
後
者
は
そ
の
ま
ま
y
i
1
と
し
,
前
者
は
そ
の
対
数
を
と
っ
て
3
i
j
と

す
る

.

す
な
わ
ち

x
i
j
-
l
o
g(
r
i
d /
(
u
i
j
P
i)

y
i
j
-f
i
j /
(
u J
i
j
q
i)

.

こ
の
よ
う
に
し
て
準
備
し
た
資
料
に
対
し
て
,
各
年
(
i)
毎
に
,
次
の

回
帰
直
線
を
あ
て
は
め
る

.

(
1
)

y
i
j
-
a
i
十
b
i
X
り
＋
E
i
j
(
E
i
j
は
誤
差
項
)

む
ろ
ん
,
そ
の
際
第
j
階
層
の
敬
卿
直
(
x
i
j
,
y
i
j )
に
対
し
て
は
世
帯

'F
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第
1
表

､£

分
散
不

偏
推
定

値
年
i

1
9
5
8

1
9
5
9

世
帯
数
N
i

2
8
7
6
7

2
8
6
5
1

曙
居
数
K
i

2
1

1
6

X
i

4.
5
9
6

4.
6
7
2

y
i

2
5

.5
3

2
6,
1
9

a
i

-
1
8

.7
4

ー
1
9

.2
0

1
9
6
0

1
9
6
1

1
9
6
2

2
8
5
7
1
1
6
4.
7
2
8
1
2
7

.0
5

b
i

9.
6
3
3

9
.7
1
4

6
^(
b
i)

0.
2
5
9

0.
3
5
8

戸
2

0.
9
8
6

0.
9
8
0

2
5
0

.7

4
5
7

.9

-
2
0.
4
4

2 J
8
3
2
0
1
6

2
7
6
7
8
1
1
6

4.
8
1
5

4.
8
9
9

2
8.
0
2

2
8.
8
7

1
0.
0
4
4
1
0

.2
8
0
0

.9
8
8
2
9
1
.1

ー
2
3

. 0
1

-
2
2.
5
2

1
0

.5
9
7

1
0.
4
9
0

0.
2
8
6

0.
3
6
7

0
.9
8
9

0.
9
8
2

3
0
7

.0

4
3
9

.7

(
注
意
)
3
(
b
i)
は
b
i
の
棲
準
偏
差
堆
定
借

･
テ
2
は
自
由
安
値
正
ず
み
の
決
定
係
数

･

数
N
i
j
で
加
重
す
る

･
x
i
J
お
よ
び
y
i
J
の
単
位
と
し
て
は
1
0
0
円
,

変
換
に
用
い
る
対
数
と
し
て
は
自
然
対
数
を
用
い
た
結
果
は
第
1
表
の
通

り
で
あ
る

.

こ
の
裏
で
5
i
,
y -
i
は
各
年
(
i)
に
つ
い
て
の
加
重
平
均
値

ー
んL＼

鮮霞

(

1
′
)

1
′
)

＼
I
/

(
1
E
i

虎
i
=

有
,y
i
j
3
i
)
･

1
K
i

y -
i
=-
W
, y
i
J
y
i
J
,

で
あ
り
,
分
散
不
偏
推
定
値
と
い
う
の
は
,
第
i
年
第
j
階
層
に
属
す
る

第
h
番
目
の
家
計
に
つ
い
て
成
立
す
べ
き
関
係
式
を
,

(
2
)

y
i
j
血
-
a
i
＋
b
i
X
i
j
h
＋
E
i
j
h
(
E
i
j
h
は
誤
差
項
)

と
す
る
と
き
,
E
i
j
h
の
母
分
散
o
2
の
推
定
値
で
あ
る

･

(
1
)
と
(
2
)
の
関
係
は
次
の
諸
式
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る

･

1
N
i
l

x
i
]
=

両
h =

-
1

X
i
j
h
,

1
〝
り

y
i
j
=

両
h Z

-
1
y
i
J
h
,

1
N
i
J

E
i
j
=

両
E

=
.

E
i
j
h.

i

第
2
表
の
初
め
の
5
行
は
各
年
毎
の
直
線
回
帰
計
算
に

つ
い
て
の
諸
量
を
ま
と
め
た
も
の
で
,
各
々
の
i
に
つ
い

て

E
i

S
が

-

∑
N
i
J(
x
i
J
一
度
i)
2
,

j
=
1

K
i

S
a
,y

-

∑
N
ij (
x
i
J -
虎
i)
(
y
i
31
-
y l
i)
,

j
-
1

K
i

S
y
2
-
∑
N
i
l (
y
i
j
-
y -
i)
2
,

j
-
1

で
あ
る

.
S
S
R
と
あ
る
の
は
S
y
2
の
う
ち
回
帰
で
説
明
さ
れ
る
部
分
,

s
s
E
は
説
明
さ
れ
ず
に
残
る
部
分
,
D
F
と
い
う
の
は
む
ろ
ん
自
由
度

で
今
の
場
合
K
i
か
ら
変
数
の
個
数
2
(
説
明
変
数
と
従
属
変
数
の
2
個
)

を
引
い
た
も
の
に
な
る

.
第
2
表
最
下
行
で
は
,
初
め
の
5
行
に
記
さ
れ

た
倍
の
合
計
を
求
め
,
S
が
,
S
x
y
,
S
y
2
の
合
計
を
そ
の
ま
ま
第
3
表
最

下
行
の
層
内
の
行
-
書
き
込
む

･

第
2
表
の
S
S
E
の
欄
の
合
計
を
(
A
)

と
し
,
そ
の
値
を
自
由
度
の
合
計
と
共
に
第
4
表
の
初
め
の
行
-
書
く

･

第
3
表
の
初
め
の
行
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
,
年
別
を
無
視
し
て
,
す

T

べ
て
の
資
料
(
サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
i$
l K
i
-
8
5)
に
対
し
て
直
線
回
帰

h

分
析
を
行
な
っ
た
と
き
の
結
果
で
,
そ
の
と
き
の
S
S
E
を
(
E
)
と
し
て
吊
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第
2
蓑

S
S
R

S
S
E
D
F

K
ii
S
x
2
S
3
y

S
y
2

1
9
5
8
】
2
1
1
3
7
4
5

1
9
5
9

1
9
6
0

1
9
6
1

1
9
6
2

1
6
】
3
5
8
1

1
6
F
3
7
0
4

1
6
F
3
7
6
0

1
6
】
3
2
5
7

3
6
0
8
1
3
5
2
3
3
4

3
4
7
8
5
3
4
4
3
1
2

3
7
2
0
0
3
7
7
6
9
7

3
9
8
5
0
4
2
6
5
8
3

3
4
1
6
6
3
6
4
5
5
1

3
4
7
5
7
1

3
3
7
9
0
1

3
7
3
6
2
2

4
2
2
2
8
4

3
5
8
3
9
6

4
7
6
3

6
4
1
1

4
0
7
5

4
2
9
9

1
9

1
4

1
4

1
4

6
1
5
5
i
1
4

計
8
5
1
8
0
4
7
1
8
2
0
8
2
1
8
6
5
4
7
7
1
8
3
9
7
7
4F
2E i?
3
7
5

自
由
度
8
5
-
2
-
8
3
と
共
に
第
4
表
の
最
下
行
に
記
す

･

第
3
表
の
2
行

目
は
,
各
年
平
均
の
回
帰
で
あ
っ
て
,
第
1
表
の
T
-
5
対
の
(
虎
i
,
y -
i)

に
対
し
て
K
i
を
ウ

ェ
イ
ト
と
し
て
用
い
た
と
き
の
結
果
で
あ
る

.
そ
の

S
S
E
を
(
C
)
と
し
て
第
4
表
の
3
行
目
に
記
す

･

自
由
度
は
む
ろ
ん
,

T
-
2
-
5
-
2
-
3
で
あ
る

.

第
3
表
の
S
a
;
2

,
s
a
y
,
S
y
2
の
列
に
つ
い

て
は
,
総
計

-
眉
間
＋
層
内
と
い
う
関
係
が
あ
る
か
ら
,
既
に
記
入
さ

れ
て
い
る
値
を
用
い
て
験
算
す
る

･

第
3
表
の
最
下
行
に
つ
い
て
は

b
-
1
8
2
0
8
2/
1
8
0
4
7
-
1
0

.0
8
0

S
S
R
-
(
1
0

10
8
9)
(
1
8
2
0
8
2)

-
1
8
3
7
0
2
5

S
S
E
-
1
8
6
5
4
7
7
-
1
8
3
7
0
2
5
=
2
8
4
5
2

と
な
る

･
こ
の
S
S
E
を
(
A
)
＋
(
B
)
と
す
る

.
こ
の
低
か
ら
(
A
)
の

値
を
引
い
て
(
B)
を
求
ゆ
,
第
4
表
第
2
行
に
記
入
す
る

･

(
B
)
の
自

:
Lf

第
a
轟

S
x
2

S
x
y
S
y
2
I
b

総計層間層内

8
5
1
9
6
3
5
2
0
0
8
3
2
0
7
0
5
7
7

S
S
R

S
S
E

1
0
･1
9
01
2
0
3
8
7
8
31
3

( 1

E 7ヲ
4

D
F

8
3

1
5
8
8
1
8
0
0
1
2
0
5
1
0
0

1
8
0
4
7
1
8
2
0
8
2
1
8
6
5
4
7
7

l
l.
3
3
5

1
0

.0
8
9

2
0
4
0
5
41
( l

e o;
6

1
8
3
7
0
2
5l
｡
A 2

, 8

. 4き孟
)

第
4
表

要
因
1
S
S

也
)

(
B)

¢
)

(
D)

㈲

2
5
7
0
3

2
7
4
9

1
0
4
6

2
2
9
6

3
1
7
9
4

D
F

7
5

4318
3

M
S

3
4
2
.7

6
8
7

.3

3
4
8

, 6

2
2
9
6

.0
*

由
度
は
T
-
1
-
5
-
1
-
4
で
あ
る

･
第
4
表
で
は
(
D
)
の
行
だ
け
が
戎

さ
れ
て
い
る
が
,
こ
の
行
の
侶
は

(
E
)
-
(
A
)
-
(
B)
-
(
C)

と
し
て
求
め
る

･

(
D
)
の
自
由
度
は
直
線
回
帰
分
析
の
場
合
は
常
に
1

で
あ
る

･
第
4
表
の
(
A
)
か
ら
(
D
)
ま
で
の
各
行
の
∬
(
偏
差
平
方

和
)
を
D
F
(
自
由
度
)
で
割
っ
て
M
S
(
平
均
平
方
)
が
出
る

.

(
A
)

の
行
の
3
4
2

･7
が
検
定
に
用
い
る
べ
き
挽
差
分
散
で
あ
る

.

筈

(℃QC
Q
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(
B
)
は
各
年
の
回
帰
係
数
b
i
の
同

一

性
を
検
定
す
る
項
で
,
6
8
7

.3

/
3
4
2･
7
-
2･
0
5
を
自
由
度
4

-
7
5
の
F
分
布
で
検
定
す
る
と
5
%
有
意
水

準
で
有
意
で
な
い
か
ら
,
毎
年
の
b
i
の
間
に
は
有
意
な
喰
遠
い
は
存
在

せ
ず
,
こ
れ
ら
は
す
べ
て
同

一

の
母
集
団
値
を
も
つ
と
み
な
し
て
も
差
支

え
な
い

･
こ
の
母
集
団
値
を
β
と
す
る

.

(
C
)
は
年
平
均
値
回
帰
の
直
線
性
を
検
定
す
る

＼も
の
で
,
3
4
8.
8/
3
4
2

.7

-
1

10
9
を
自
由
度
3

-
7
5
の
F
分
布
で
検
定
す
る
と
5
%
有
意
水
準
で

有
意
で
は
な
い
か
ら
,
年
平
均
値
の
回
帰
を
直
線
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
.
こ
の
回
帰
の
母
集
団
回
帰
係
数
を
∂
と
す
る

.

こ
れ
ら
二
つ
の
検
定
を
通
過
し
た
後
に
(
D
)
を
用
い
る
検
定
に
進
む

.

こ
れ
は
β

-
∂
と
い
う
仮
説
を
検
定
す
る
も
の
で
,
各
年
に
つ
い
て
の
母

集
団
回
帰
線
の
方
向
係
数
が
同

一

で
,
し
か
も
平
均
値
回
帰
の
そ
れ
と

一

致
す
る
な
ら
ば
,
す
べ
て
の
母
集
団
回
帰
線
は
完
全
に

一

致
す
る

.

(
β
≒

∂
の
場
合
の
下
図
参
照
)

β
β

〟

メ
_

I＼群定

(

l
ヽ

し
/つ)

と
こ
ろ
が
,
第
4
表
の
(
D
)
を
用
い
て
2
2
9
6.
0/
3
4
2

.7
-
6

.6
9
を
自

由
度
1
-
7
5
の
F
分
布
で
検
定
す
る
と
,
5
%
の
有
意
水
準
で
有
意
と

な
る
か
ら
,
年
別
を
無
視
し
て
す
べ
て
の
回
帰
が
た
だ

一

つ
の
同

一

母
集

団
回
帰
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
俣
説
は
棄
却
さ
れ
る

.

従
っ
て
結
論
と
し
て
は
,
第
1
表
に
見
ら
れ
る
b
i
の
年
次
変
化
は

一

見
す
る
と
こ
ろ
体
系
的
変
化
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
,
こ
の
程
度

の
年
数
の
資
料
で
は
未
だ
統
計
的
変
動
に
紛
れ
て
し
ま
う
た
め
に

,
.
b
i

の
体
系
的
変
化
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
,
b
i
は
5
年
間
を
通
じ

て
同

一

の
母
集
団
値
を
も
つ
と
み
な
し
て
も
よ
い

.

従
っ
て
(
1)
式
で
示

さ
れ
る
エ
ン
ゲ
ル
直
線
(
た
だ
し
説
明
変
数
の
方
は
対
数
化
し
て
あ
る
)

の
方
向
係
数
に
つ
い
て
は
年
次
変
化
が
な
く
,
年
と
共
に
エ
ン
ゲ
ル
直
線

は
平
行
移
動
を
し
て
い
る
に
止
ま
る
こ
と
が
分
る

.
こ
の
平
行
移
動
の
大

き
さ
は
,
む
ろ
ん
第
1
表
の
a
i
の
値
に
反
映
さ
れ
て
い
る

.

5
年
間
全
体
を
通
じ
て
a
i
に
有
意
な
喰
遠
い
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て

ち
,
任
意
に
選
ん
だ
2
ヵ
年
の
a
i
の
間
に
有
意
な
差
違
が
あ
る
と
は
限

ら
な
い

.
こ
の
点
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
,

a
i
-

y -
i
-
b
i
庶
s

の
分
散
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
る

･

(
2)
式
の
E
i
j
7
8
の
母
分
散
を
q
2
と

す
る
と
き
,

v
a
r(
g
i)

-
q
2/
N
i

E
i

v
a
r(
b
i)

-
0
2/
∑
N
i
j(
3
i
j
一
房
i)
2

j
-
1

で
g
i
と
b
i
は
独
立
な
正
規
分
布
に
従
う
か
ら
,
a
i
も
正
規
分
布
に
従

い
,
そ
の
分
散
は

q
2

(
÷
.

(
虎
i)
2

K
i

∑
N
i
j (
x
i
] ･
一
度
i)
2

j
=
1

ae
Q
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と
な
る

･
こ
の
括
弧
内
第
1
項
の
N
i
は
第
1
表
に
,
第
2
項
の
分
母
は

S
x
2
と
し
て
第
2
表
に
示
さ
れ
て
い
る

.
Q
2
の
推
定
値
と
し
て
は
第
4

真
の
自
由
度
7
5
の
3
4
2

･7
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
,
例
え
ば
1
9
6
0

年
と
1
9
6
1
年
と
で
α
=
こ
有
意
差
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
に
は
,

-

2
0

.4
4
-
(
-
2
3

.0
1)

-
2

.5
7

[
(
3
4
2

･7)(
十

2
8
5
7
1

(
4

.8
1
5)
2

3
7
6
0

十
‾
盲
前
面
‾
＋

1
(
4

･7
2
8)
2

3
7
0
4

)]
⊥′
2

-
2

･0
5

と
の
此
を
求
め
,
自
由
度
7
5
の
t
分
布
で
検
定
す
れ
ば
よ
い

.

結
果
は

5
%
有
意
水
準
で
有
意
で
な
い
か
ら
,
両
年
の
α
宅
間
に
は
は
っ
き
り
し

た
喰
違
い
は
存
在
し
な
い

･

同
じ
よ
う
に
し
て
1
9
5
8
年
と
1
9
6
1
年
と

で
a
i
の
間
に
喰
違
い
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
検
定
す
る
と
5
%
有
意

水
準
で
有
意
な
差
違
の
存
在
す
る
こ
と
が
分
る

.
自
由
度
7
5
の
t
分
表

の
5
%
ポ
イ
ン
ト
の
値
は
約
2

･0
0
で
あ
り
,
上
記
の
よ
う
に
t
の
値
を

求
め
る
と
き
分
母
に
く
る
値
も
お
よ
そ
2
の
近
く
で
あ
る
た
め
,
大
体
の

目
安
と
し
て
は
a
i
の
間
に
4
･0
0
位
の
差
が
な
い
と
5
%
水
準
で
有
意

に
な
ら
な
い

.

な
お
今
の
易
合
,
t
分
布
の
両
側
検
定
を
用
い
た
の
は
対
比
さ
れ
る
2

ヵ
年
の
a
i
に
つ
い
て
,
ど
ち
ら
が
大
き
く
て
ど
ち
ら
が
小
さ
い
か
を
問

わ
な
い
立
場
で
あ
る
が
,
も
し
エ
ン
ゲ
/
i
,直
線
が
横
座
標
の
正
の
方
向
-

平
行
移
動
し
て
a
i
が
年
と
共
に
減
少
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
検
定
を
行

な
う
な
ら
ば
,
t
に
つ
い
て
の
片
側
検
定
を
用
い
,
5
%
有
意
水
準
で
の

尊
t

t
の
借
は
t
分
布
表
の
1
0
%
ポ
イ
ン
ト
の
値
(
自
由
度
7
5
で
約
1

.7
6)
S3小～

を
用
い
る
べ
き
で
あ
る

.
こ
の
と
き
は
1
9
5
8
年
か
ら
■
1
9
6
1
年
,
1
9
5
8

年
か
ら
1
9
6
2
年
,
1
9
5
9
年
か
ら
1
9
6
1
年
-
の
推
移
も
5
%
有
意
水

準
で
有
意
と
な
る
で
あ
ろ
う

.

第
2
例
は
日
本
銀
行
貸
出
金
の
増
減
を
財
政
資
金
の
撤
超
又
は
揚
超
と

全
国
銀
行
貸
出
金
の
増
減
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
例
で
あ
る

.

z
を
日
本
銀
行
貸
出
金
の
対
前
月
増
加
額
(
減
少
な
ら
ば
z
は
負
)
,

u
l
を
財
政
資
金
の
轍
超
額
(
揚
超
な
ら
ば
u
l
は
負
)
,
u
2
を
全
国
銀
行

貸
出
金
の
対
前
月
増
加
額
(
減
少
な
ら
ば
u
2
は
負
)
と
す
る

.

時
点
t

に
お
け
る
各
変
数
の
値
を
z(
i)
,
u
l(
i)
,
u
2(
i)
で
示
す
と
き
,

(
3)

z(
i)

-
a
＋
b
l
u
1(
i)
＋
b
2
u
2(
i)
＋
w
(
i)

と
し
,
残
差
w
(
i)
に
つ
い
て
は

一

階
の
自
己
回
帰

(
4)

w
(
i)

-
-

w
(
i
-
1)
＋
E(
i)

を
想
定
し
,
E(
i)
は
各
時
点
に
つ
い
て
独
立
で
母
平
均
0
,
母
分
散
q
2

の
正
規
分
布
に
従
う
と
考
え
る

･

(
4)
の
式
を
前
提
し
た
の
は
,
統
計
技

術
的
に
は
,
(
3)
を
あ
て
は
め
て
剛
再
分
析
を
行
な
っ
て
み
る
と
残
差
が

交
替
的
に
正
負
正
負
と
な
る
よ
う
な
体
系
的
な
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
,

一

階
の
自
己
回
帰
と
し
て
は
右
辺
w
(
i

-

1)
の
係
数
を
決
め
て
お
け
ば

取
扱
い
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
が
,
(
4)
式
の
具
体
的
な
経
済
的
意

味
は
,
a
十
b
l
u
l(
i)
＋
b
2
u
2(
i)
で
示
さ
れ
る
い
わ
ば
｢
正
常
な
+
日
銀

貸
出
増
加
領
を
越
え
て
E l
銀
が
そ
の
貸
出
を
行
な
い
W
(
i)
が
正
に
な
る

と
,
そ
れ
だ
け
の
超
過
分
は
翌
月
の
日
銀
貸
出
の
際
に
修
正
し
て
,
本
月

と
翌
月
と
の
2
ヵ
月
を
通
じ
て
｢
正
常
な
+
日
銀
貸
出
増
加
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
よ
う
な
日
銀
の
行
動
を
示
す
こ
と
に
な
る

.
i
-
1
時
点
に
つ

}
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い
て
の
(
3)
と
t
時
点
に
つ
い
て
の
(
3)
と
を
辺
々
相
加
え
て
(
4)

を
用
い
る
と
,

z(
i-
1)
十
z(
i)

-
2
a
＋
b
l(
u
l(
i
-
1)
＋
u
l(
i)
)
＋
b
2(
u
2(
i-
1)

＋
u
2(
i)
)
＋
E(
i)

が
出
て
,

y(
i)

-
z(
i
-
1)
＋
z(
i)
,

3
1(
i)

-
u
l(
i-
1)
＋
u
l(
i)
,

x
2(
i)

-
u
2(
i
-
1)
＋
u
2(
i)
,

J
_

l＼媒昏

(

ロ
ヽ

1
′
))

と
お
く
と
,

(
5)

y (
i)

-
a
＋
b
l
X
l(
x)
＋
b
2
X
2(
i)
＋
E(
i)

を
得
る

.

y
お
よ
び
a
;
1
に
つ
い
て
は
,
日
本
銀
行
統
計
局
編
『
本
邦
経
済
統
計
』

の
｢
日
本
銀
行
券
発
行
の
径
路
+
(
昭
和
3
1
年
報
ま
で
)
と
｢
日
本
銀
行

券
発
行
還
収
要
因
+
(
昭
和
3
2
年
報
以
降
)
に
よ
り
,
x
2
に
つ
い
て
は
,

同
じ
資
料
の
｢
全
国
銀
行
勘
定
+
に
よ
っ
て
,
そ
の
値
を
求
め
た

.

計
算

単
位
は
す
べ
て
億
円
で
あ
る

.

次
に
計
算
の
期
間
と
し
て
は
次
の
4
う
を
用
い
る

.

I
1
9
5
1
年
8
月
か
ら
1
9
5
2
年
9
月
ま
で
の
朝
鮮
観
争
休
戦
に
伴

う
動
乱
景
気
の
下
降
期
1
4
カ
月

Ⅱ
1
9
5
2
年
1
0
月
か
ら
1
9
5
3
年
1
2
月
ま
で
景
気
上
昇
期
1
5
ヵ
月

Ⅲ
1
9
5
4
年
1
月
か
ら
1
9
5
5
年
6
月
ま
で
の
景
気
下
降
期
1
8
ヵ
月

Ⅳ
1
9
5
5
年
7
月
か
ら
1
9
5
7
年
5
月
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
神
武
景
気

上
昇
期
2
3
ヵ
月

以
上
の
景
気
上
昇
期

･

下
降
期
の
区
分
に
当
っ
て
は
日
本
銀
行
統
計
局

i

『
わ
が
国
の
景
気
変
動
指
標
』
(
昭
和
3
4
年
9
月
)
を
参
考
に
し
た

.

第
Ⅱ
期
の
終
り
を
示
す
第
1
回
金
融
引
締
は
1
9
5
3
年
1
0
月
に
行
な
わ

れ
て
い
る
が
,
上
記
の
統
計
資
料
の
u
1
に
つ
い
て
の
値
は
1
9
5
3
年
末

を
境
に
し
て
そ
の
前
後
で
か
な
り
性
格
が
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
,

第
Ⅱ
期
と
第
Ⅲ
期
の
境
を
同
年
1
0
月
末
と
せ
ず
に
1
2
月
末
と
し
た

.

な
お
こ
の
時
点
で
資
料
が

一

旦
連
続
性
を
失
う
と
考
え
た
か
ら
,
I
,
u
l
,

u
2
か
ら
移
動
和
を
と
-
,
て
y
,
a
:
1
,
X
2
を
作
る
と
き
,
第
Ⅲ
期
の
観
測
数

は
1
8
で
な
く
1
7
と
な
っ
て
い
る

.

こ
れ
ら
4
期
間
に
対
し
て
(
5)
を
あ
て
は
め
て
計
算
し
た
結
果
は
第

5
表
の
通
り
で
あ
る

･
こ
の
表
に
示
さ
れ
た
各
期
の
回
帰
平
面
の
問
に
有

意
な
差
違
が
あ
る
か
香
か
を
研
究
す
る
の
が
重
共
分
散
分
析
法
の
課
題
で

あ
る

.

そ
の
た
め
に
は
先
ず
各
期
に
つ
い
て
の
回
帰
分
析
で
得
ら
れ
る
値
を
第

6
真
の
よ
う
に
ま
と
め
る

.

各
期
に
つ
い
て
サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
を
n
と
す
る
と
き
,

1
%

1
n

虎
i
-
-
∑
a
;i(
i)
,
y -
-

-

∑
y(
i)
,

n
i
-
1

n
L

=
1

n

S
i
j
-
∑
(
x
i(
i)

一

度
i)
(
a -
i (
t)
一
度
ノ)
,

t
-
1

n

S
i
y
-

∑
(
X
i(
i)
一
度
i)
(
y(
i)
-
9)

,

t
-
1

71

S
y
y
-

∑
(
y
(
i)
-
9)
2

,
(
i
,i

-
1
,
2)

t
-
I

で
あ
り
,
S
S
R
,
S
S
E
の
意
味
は
第
2
表
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る

.

第
6

ヽ
■}
ヽ
}

O
i
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第
5
表

ム
!
▼

･
+

O
!

期間

サ
ン
プ
ル

の
大
き
さ

∬
1

∬
2

b
l
L

q

^(
b
l)

b
2

q

^(
b
2)

P
I芝
N
e
u
n
a
n

此

1
4

4
0

.4
9
6
1

.0
1
3
4

.1
ー
1
8
6

.9
-
0

.3
4
9
1
0
.1
0
6

0.
3
4
9

0
.2
6
5

0.
5
0
6

1
.0
3

分
数
不
偏

推
定
値

4
1
2
7
0

Ⅱ
1
5

1
8
6

.2
9
5
3

.9
2
1
ユ
ー
1
2
2

.0
-
0
.4
9
2
1
0

.0
6
1

0
.2
4
6

O
1
6
0

0.
8
2
2

1
ユ
3

2
8
3
5
5

Ⅲ
1
7

9
8.
1

3
2
3

. 1
I
-
1
3
9

.3
-

1
5
9

.0
-
0

.6
2
3
1
0

. 0
4
8

0
. 2
5
0

0
.1
6
0

0.
9
3
7

0.
9
7

1
8
5
5
2

Ⅳ
2
3

3
4

.6
1
2
2
6

.7
7
8

.4
-
3
7
0

.8
i
-
0

.4
1
9
0

. 0
4
2

0.
3
7
8

0
.0
4
5

0.
8
8
8

1
.2
5

3
2
9
0
2

(
注
意
)
3
(
b
i)
I
王
b
L
の
棟
準
偏
差
推
定
値

.
声
は
自
由
度
修
正
ず
み
の
決
定
係
数

.

#
6
#

サ
ン
プ
ル

の
大
き
さ

S
l
l

S
1
2

S
2
2

S
l
y

S
≡
y

S
y
y

S
S
R

S
S
E

D
F

3
8
6
6
6
0
0
ー
3
5
5
8
0
0

6
1
9
8
0
0

-
1
4
7
3
5
0
0

3
4
0
3
0
0

1
0
8
6
9
0
0

6
3
3
0
0
0

4
5
3
9
0
0

l
l

8
5
7
3
5
0
0

1
5

1
0
9
6
8
0
0

1
2
4
1
8
0
0

-
3
9
4
7
6
0
0

1
2
3
3
9
0
0

2
2
2
4
6
0
0

1
8
8
4
3
0
0

3
4
0
3
0
0

1
2

1
3
2
1
4
3
0
0

1
7

2
4
5
3
7
0
0

1
1
8
1
1
0
0

ー
7
6
2
0
1
0
0

-
1
2
3
3
6
0
0

4
6
9
9
2
0
0

4
4
3
9
5
0
0

2
5
9
7
0
0

-
4
7
3
4
0
0

1
6
5
1
1
0
0
0

-
8
0
6
6
0
0
0

6
4
3
9
2
0
0

6
4
7
0
3
0
0

5
8
1
2
2
0
0

4
4
4
8
5
7
0
0

2
7
2
1
3
0
0

1
9
5
5
3
7
0
0

-
2
1
1
0
7
2
0
0

5
3
1
2
0
0
0

1
4
4
8
1
0
0
0

1
2
7
6
9
0
0
0
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第
7
表

よ

サ
ン
プ
ル

の
大
き
さ

S
l
l

S
1
2

S
2
2

S
l
y

S
2
y

S
y
y

b
l

b
2

S
S
R

S
S
E

D
F

総計
6
9

4
4
7
2
8
5
0
0

2
2
5
7
6
0
0

2
7
7
5
5
1
0
0

-
2
1
2
7
9
6
0
0

7
4
1
3
8
0
0

1
5
1
7
2
2
0
0
-
0.
4
9
1

0.
3
0
7
1
2
7
3
0
3
0
0

2
4
4
1
9
0
0

(
E
)

6
6

眉間

2
4
2
8
0
0
-
4
6
3
7
0
0

8
2
0
1
4
0
0

-
1
7
2
4
0
0

2
1
0
1
8
0
0

6
9
1
2
0
0
-
0
2
4
8

0.
2
4
2

5
5
1
9
0
0

1
3
9
3
0
0

(
C
)

層内

4
4
4
8
5
7
0
0

2
7
2
1
3
0
0

1
9
5
5
3
7
0
0

-
2
1
1
0
7
2
0
0

5
3
1
2
0
0
0

1
4
4
8
1
0
0
0
-
0.
4
9
5

0
3
4
1
1
2
2
6
3
8
0
0

2
2
1
7
2
0
0

(
A
)
＋
(
B
)

-メ
_

lヽ輔蒔(y1＼ロ)

表
の
4
つ
の
時
期
に
つ
い
て
の
和
を
同
表
の
最
下
行
に
記
し
,
S
i
j
,

S
l
y
,
S
y
y
の
値
を
そ
の
ま
ま
第
7
表
最
下
行
に
移
す

･

第
6
表
最
下
行
の
S
S
E
の
欄
の
和
を
(
A
)
と
し
て
自
由
度
と
共
に

第
8
衷
に
転
記
す
る

･

第
7
表
最
下
行
に
移
さ
れ
た
倍
を
用
い
て
,

4
4
4
8
5
7
0
0
b
l
＋
2
7
2
1
3
0
0
b
2
-

-
2
1
1
0
7
2
0
0

2
7
2
1
3
0
0
b
l
十
1
9
5
5
3
7
0
0
b
2
-
5
3
1
2
0
0
0

を
解
き
,

b
l
-

-
0

.4
9
5
,
b
2
-
0

.3
4
1

が
出
る

.
そ
の
行
の
S
S
R
は

(
-
0

･4
9
5)
(
-
2
1
1
0
7
2
0
0)
十
(
0

･3
4
1)
(
5
3
1
2
0
0
0)

と
し
て
計
算
さ
れ
,
そ
の
行
の
S
y
y
か
ら
こ
の
S
S
R
を
引
い
て
S
S
E

が
輯
る

,
こ
れ
か
ら
(
A
)
の
停
を
引
い
て
(
B)
が
求
め
ら
れ
,
第
8
表

-
記
す

.

(
B
)
の
自
由
度
は

(
説
明
変
数
の
個
数
)
×
(
期
間
の
数
マ
イ
ナ
ス
1)

-
2
×
(
4
-
1)

-
6

で
あ
る

.

4
つ
の
期
間
の
デ

-

タ
6
9
個
に
対
し
て
平
面
回
帰
分
析
を
行
な
っ
て

第
7
表
の
(
E
)
が
求
め
ら
れ
,
4
つ
の
各
期
間
平
均
値
に
対
し
て
各
期

の
サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
で
加
重
し
た
平
面
回
帰
分
析
を
行
な
っ
て
同
義
の

(
C)
が
出
る

･
こ
れ
ら
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
度
と
共
に
第
8
表
に
移

し
,
そ
の
表
(
D
)
の
数
値
は
引
き
算
で
求
め
る

.
念
の
た
め
に
こ
の
表

の
自
由
度
を

一

般
の
易
合
に
つ
い
て
記
す
と
,
全
サ
ン
プ
ル
数
を
N
,

説
明
変
数
の
個
数
を
K
,
期
間
の
数
を
T
と
す
れ
ば
,
自
由
度
は
上
か
ら

順
に
,
N
-
T
(
K
＋
1)

,
K
(
T
-
1)

,
T

-

K
-

1
,
K
,
N
-
K

-
1
で
あ

る
.

O
つ

第
8
表
で
平
均
平
方
を
求
軌
層
内
の
バ
ラ
ツ
キ
を
示
す
(
A
)
の
平
司
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第
8
表

要
因

S
S
i
D
F
i
M
S

(
A)㈲

(
c)

(
D)

(
E)

1
7
1
2
0
0
0

5
0
5
2
0
0

1
3
9
3
0
0

8
5
4
0
0

2
4
4
1
9
0
0

5
7612

6
6

3
0
0
3
5

8
4
2
0
0
*

1
3
9
3
0
0

4
2
7
0
0

均
平
方
を
誤
差
項
･
に
用

い
て
検
定
す
る

.
ま
ず

(
B)
に
つ
い
て
は

8
4
2
0
0/
3
0
0
3
5
-
2

.8
3

が
自
由
度
6
-
5
7
の
F

分
布
の
5
%
有
意
水
準

で
有
意
と
な
り
,
4
つ

の
期
間
の
間
で
は
回
帰

係
数
ベ
ク
ト
ル( 喜三)

に

つ
い
て
有
意
な
差
が
存
在
す
る

.

(
C
)
に
つ
い
て
は
,
1
3
9
3
0
0/
3
0
0
3
5

-
4

16
4
が
自
由
度
1
-
5
7
の
F
分
布
で
有
意
で
な
い
か
ら
,
層
平
均
値

の
回
帰
は
平
面
と
み
な
し
て
よ
い

･
(
B
)
の
検
定
で( 喜;)
は
全
期
間
を
通

じ
て
同

一

と
み
な
し
得
な
い
か
ら
,
(
D
)
を
用
い
て
の
検
定
-
進
む
こ

と
が
で
き
な
い

.

4
つ
の
期
間
の
間
で
ベ
タ
レ
レ( 喜;)
が
喰
違
う
と
し
て
も
,
ど
ち
ら
か

一

方
ま
た
は
双
方
の
成
分
と
も
に
有
意
に
喰
違
う
の
か
と
い
う
疑
問
が
残

る
I
b
l
に
つ
い
て
の
喰
違
い
の
検
定
法
に
つ
い
て
述
べ
る
と
次
の
よ
う

に
な
る

･

第
6
真
の
各
期
掛
こ
関
す
る( 言:三

s s三≡)
の
逆
行
列
を( 呂三三
g三…)

と
し
,
各
期
に
つ
い
て
計
算
し
た
第
5
真
の
b
l
の
値
と
,
第
7
表
最
‾
F

段
で
求
め
た
b
l
の
値
-
0

･4
9
5
と
を
月
い
て
,
各
期
に
つ
い
て

(
b
l-
(
-
0

.4
9
5)
)
2/
C
l
l

(
た
だ
し
b
l
は
第
5
表
の
値
で
C
l
l
は
そ
の
b
l
が
属
す
る
期
に
つ
い
て

の
値
で
あ
る
)
を
求
ゆ
,
こ
れ
を
全
期
間
に
亘
っ
て
合
計
す
る

.
第
Ⅰ
期

か
ら
第
I
V
期
ま
で
の
C
l
l
の
値
は
,
(
0

･2
7
3
1)
1
0-
6
,
(
0,
1
3
1
5)
1
0-
6
,

(
0
1
2
3
2)
1
0-
6
,
(
0

.0
5
3
1)
1
0-
6
で
あ
る
か
ら
,

(
-
0･
3
4
9
＋
0･
4
9
5)
2/
(
0･
2
7
3
1)
1
0-
6

(
-
0

･4
9
2
＋
0･
4
9
5)
2/(
0

.1
3
1
5)
1
0-
6

(
-
0

･6
2
3
＋
0･
4
9
5)
2/(
0

.1
2
3
2)
1
0-
6

(
-
0

･4
1
9
＋
0

,4
9
5)
2/(
0

.0
5
3
1)
1
0
て
6

の
合
計
を
求
め
て
約
3
2
1
2
0
0
と
な
る

.

こ
の
自
由
度
は
4
-
1
-
3
(

一

般
に
は
T
-
1)
で
あ
り
,
平
均
平
方

は
3
2
1
2
0
0/
3
-
1
0
7
0
6
6
と
な
る

･

自
由
度
5
7
の
誤
差
分
散
3
0
0
3
5
を

用
い
て
検
定
す
る
と
1
0
7
0
6
6/
3
0
0
3
5
-
3

･5
6
は
自
由
度
3
-
5
7
の
F
分

布
を
用
い
て
5
%
有
意
水
準
で
有
意
と
な
る

.

従
っ
て
偏
回
帰
係
数
b
l

の
値
に
は
4
つ
の
期
間
の
間
で
有
意
な
喰
遠
い
が
存
在
す
る

.

同
じ
よ
う

に
し
て
b
2
の
問
の
喰
遠
い
を
検
定
す
る
と
,
こ
れ
に
つ
い
て
は
有
意
な

喰
違
い
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い

.

4
つ
の
時
期
の
b
l
の
間
で
は
有
意
な
差
違
の
存
在
が
分

っ
た
が

,
任

意
に
選
ん
だ
2
つ
の
時
期
の
b
'
の
間
に
差
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
見

る
に
は
次
の
よ
う
に
す
る

･
た
と
え
ば
第
I
期
と
第
Ⅲ
期
の
b
l
の
問
に

差
が
あ
る
か
否
か
を
見
る
に
は
,
両
者
の
間
に
差
が
な
い
と
い
う
帰
無
伐

説
の
も
と
で
両
者
の
差
-
0

.3
4
9
-
(
-
0

.6
2
3)

-
＋
0

.2
7
4
が
,
さ
き
の

C
l
l
の
値
を
用
い
て
,
母
平
均
0
,
母
分
散
q
2(
(
0･
2
7
3
1)
1
0‾
6+-
(
0

-1
2
3
2)

×
1
0-
6)

-
o
2(
O

13
9
6
3)
1
0‾
6
の
正
規
分
布
に
従
う
こ
と
を
用
い
る

.
母
分

散
α
2
の
推
定
と
し
て
は
む
ろ
ん
第
8
表
の
(
A
)
か
ら
出
る
自
由
度
5
7

の
3
0
0
3
5
を
用
い
る
0

･2
7
4/
I
(
3
0
0
3
5)
(
0

･3
9
6
3)
1
0‾
6

-
2

.5
1
を
自
由

度
5
7
の
t
分
布
で
検
定
す
る
と
5
%
有
意
水
準
で
有
意
と
な
る

.

同
様

に
し
て
第
Ⅲ
期
と
第
Ⅳ
期
の
b
l
の
問
に
も
5
%
有
意
水
準
で
有
意
な
差

≠ヽ
〉+

C
Q



食
£

が
存
在
す
る

.

他
の
任
意
の
2
つ
の
時
期
を
と
っ
て
み
て
も
そ
の
間
に
は

b
l
の
有
意
差
は
な
い

.

こ
の
よ
う
に
し
て
4
つ
の
時
期
を
通
じ
て
全
国
銀
行
貸
出
額
の
増
減
が

El
銀
貸
出
額
の
増
減
に
及
ぼ
す
影
響
を
示
す
b
2
の
方
に
は
目
立

っ
た
差

違
は
認
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
,
財
政
資
金
の
播
超
ま
た
は
揚
超
額
が
日

銀
貸
出
額
の
増
減
に
及
ぼ
す
影
響
を
示
す
b
l
に
つ
い
て
は
4
つ
の
時
期

の
問
で
有
意
な
差
違
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
,
殊
に
1
9
5
3
年
1
0
月
の
第

1
回
金
融
引
締
彼
の
下
降
期
に
財
政
資
金
の
撒
超
額
が
日
銀
貸
出
額
の
対

前
月
増
加
率
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
は
何
ら
か
特
異
な
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
結
論
に
な
る

.

本
ノ

ー

ト
で
は
共
分
散
分
析
法
の
計
算
手
続
き
を
二
つ
の
実
例
に
つ
い

て
述
べ
た
が

,
こ
の
方
法
の
基
礎
理
論
に
つ
い
て
は
,
拙
稿
｢
正
規
回
帰

理
論
に
お
け
る
共
分
散

･

重
共
分
散
析
法
+

一

橋
大
学
研
究
年
報
『
経
済

メ
_

l＼咲昏

(

ぐ
つ
＼
.D)

学
研
究
』
5
(
1
9
6
1
年
)
所
収
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い

.

(
後
記
)
本
ノ

ー

ト
で
用
い
た
計
算
例
は
,
『
自
然
科
学
研
究
年
報
』

へ
執
筆
す
べ
き
論
文
の
た
め
に
計
算
を
始
め
た
も
の
の

一

部
で
あ
る

が
,
今
迄
の
と
三
ろ
満
足
す
べ
き
結
果
が
得
ら
れ
な
い
の
で
,
同
年

報
へ
の
執
筆
を
諦
-
め
,
本
稿
の
よ
う
な
形
で
中
間
結
果
を
ま
と
め
る

こ
と
に
し
た

.
こ
の
た
め
『
自
然
科
学
研
究
年
報
』
扇
集
委
員
を
始

め
,
同
年
報
へ
の
執
筆
者
に
多
大
の
御
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
お
わ

び
し
た
い

.

計
算
に
当

っ
て
は
本
学
産
業
経
営
研
究
所
の
H
I
P
A
C
I
O
l
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

.

関
係
者
各
位
の
御
厚
意
に
深
く
感
謝
す

る
.

(
一

橋
大
学
教
授
)

顎C
q




